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１．はじめに

沈埋函はフルサンドイッチ構造としての適用例が近年多く、高流動コンクリ－トの使用が不可欠となって

いる。しかし、同コンクリ－トは製造から打設までの品質管理項目が多大となる課題がある。そこで、筆者

らは、この課題対策のひとつとして、補助的な加振を与えることで高流動コンクリ－トと同等の充填性が確

保できるコンクリ－ト（以下、充填コンクリ－トと称す）を用い、沈埋函を模擬したモデルで充填性確認実

験を行った。本稿では、その結果と沈埋函に代表される鋼殻構造への充填コンクリ－トの適用性を述べる。

２．実験概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表－１　使用材料一覧

２．１　使用材料と基本配合例

今回の実験は、北九州の沿岸区域で行ったため、

現地の材料を用いて行った。表－１に充填コンクリ

－トの使用材料一覧を、表－２に基本配合例を示す。

２．２　ポンプ圧送後の流動勾配調査実験　　　　　　　　　　　　表－２　基本配合例

第１段階として、同コンクリ－トの打設中の流動

勾配を加振前後で調査し、流動勾配を小さくできる

効率的な加振方法を設定した。なお、実験は、実施

工を想定して２台のポンプ車を中継して充填コンクリ－トを圧送し、長さ 3,500mm、幅 3,000mm、高さ

900mmの型枠の中央部から打設し、加振前後の流動勾配を測定した。以下にその概略を示す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　図－１　ポンプ圧送概略図

流動勾配の計測は、スランプフロ－が 450mm程度の

基本配合例（表－２参照）を基に、高性能 AE減水剤

の添加量を調整して 400mm程度のスランプフロ－の

場合、500mm程度の場合（２ケ－ス）の合計４ケ－ス

について行った 1)。また、計測方法は、図－２に示す

ように、○５の中央部から対角線上の位置（○１～○

９）で、基準点とコンクリ－ト上面との距離を計測高

さと定義してこれを加振前後で測定した。

加振位置は、基本的に●３及び●７で行ったが、位

置が充填性に与える影響を確認するため、１ケ－スに

ついては○２及び○８で加振した。なお、加振機とし　　　　　　図－２　測定及び加振位置

て、200Vの高周波棒状バイブレ－タ－を使用した。
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２．３　鋼殻モデルへの充填実験

次ぎに、沈埋函の上下床版の１ブロックを想定した鋼殻モデル（長さ 3,500mm、幅 3,000mm、高さ 1,000mm）

を２体作成し、500mm程度と 400mm程度のスランプフロ－を目標とし

た充填コンクリ－トを流動勾配調査実験同様、２台のポンプ車を中継し

て圧送し、その充填性を確認した。図－３に鋼殻モデルの平面及び断面

構造図を示す 2)。なお、本実験での加振位置及び加振時間は、流動勾配

調査実験から、計画位置より外側に５秒間隔計１５秒とした。

３．実験結果

３．１　流動勾配調査実験

　流動勾配調査実験

から、以下に示す知

見が得られた。また、

その結果の一部を図

－４に示す。

(1) 加振前のコンクリ

－ト上面は、投入孔　　図－４　流動勾配結果例（スランプフロ－455mm）

近傍（中央部）と空気孔（端部） 　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　図－３　鋼殻モデル構造図

間で約 15cm程度の差を生じた。

(2) 加振位置による影響は、計画位置

では、端部に 12％程度の流動勾配を

生じたが、外側では、端部の勾配を

3％まで低下できることであった。

３．２　鋼殻モデル充填実験

鋼殻モデル充填実験結果の一部で

ある表面部の未充填部調査結果を図

－５に示すが、同図から以下の項目

が確認できた。

(1) 投入部周辺の一部と空気孔周辺部

を除けば、2mm以下の未充填部が点

在しており、ほとんどの領域で十分

な充填性を確保していた。

(2)未充填部が顕著に見られるのは空　　　図－５　表面未充填部調査結果（スランプフロ－400mm）

気孔周辺の隅角部で、この傾向は、高流動コンクリ－トと同様であった。

(3)未充填部が広域に分布していないことから、これらが構造耐力に与える影響は小さいものと考えられる。

４．まとめ

今回の実験では、効果的に充填できる加振位置及び加振時間を設定し、その結果を充填モデル実験に反映

することで高流動コンクリ－トと同等の充填性を確保できることが判明した。

なお、本研究は新若戸道路充填コンクリ－ト技術検討会（委員長：大和福岡大学教授）の指導のもとに行

った。紙面を借りて関係各位に深謝します。
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